
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校で、『よっしゃぁ！』 

となるための講習 

 



小学６年生 
 

皆さんが６年生になって早八ヵ月が経ちました。だいぶクラスにも慣れてきた頃だと思います。塾では通常講習

において、それぞれ自分が出来る領域を少しずつ増やしていってくれていて、国語では漢字も難しいものになるのと

同時に読解問題にもチャレンジしだんだんと読めるようになりましたね。算数では４～５年生で習った単元を一段階

高度にした学習に加え【文字と式】や【比】、【拡大・縮小】などの学習をしました。これは中学生になった時の基礎

学力となるもので、今後学ぶ【比例と反比例】や【立体の体積】なども同様だと言えます。きちんと出来るようにして

おきたいね。 

 

ここで、ちょっと残念なお知らせをします。実はね・・・中学生になると６年生の時に比べて学習自体も更

に難しくなります。それなのに今までの学習内容の２～３倍量を学習しなければなりません。当然、それに

伴って君たちのレベルもアップさせる必要があるわけですね。 

 

 若竹ではご存知のとおり、常に高校受験を意識して皆さんを指導しています。 

 もう知っている人も多いと思いますが、今の中学１年生から千葉県公立入試が一本化されます。今まで２

回チャンスがあったものが１回に減らされる入試になり、今まで以上に本当の実力が試される入試です。小学校の

テストはほとんど全員が９０点～１００点を取ってきますが、本当の実力がないと中学校のテストはもちろん高校を決

める入試でも合格することは難しくなります。 

 そして本当の実力を伸ばすために必要となるのは、なんだと思いますか？実は小学校の基礎知識

です。ここが出来ていないと中学生になって『勉強しているんだけど、何故か出来るようにならない・・・』となります。

『学校のテストも９０点くらい取れているから大丈夫じゃん！？』と思う考え方は非常に危険です。ですから｢冬期特

別講習｣なのです。一年に数回しかないこの長期休み中で「来年になったらもっと忙しくなるから、６年生の

範囲は今のうちに習得してしまおう｣というわけです。 

 若竹の冬期特別講習では、算数は比例の学習を徹底的に行います。さらに漢字プリントの宿題をプラ

スして、充実した内容の特別講習です。勉強してすっきりして遊びに行ってもらいたいので、朝の時間に講習い

たします。 

 

 

１ 期日 ４日間 

    １２月２５日（火）・２６日（水） 

     １月 ４日（木）・ ５日（土） 

 

２ 時間 ８：００～８：４５ 

 

３ 教科 １科（算数）+漢字 

 

 


